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企画課 ☎35-3131 FAX35-3174
Mail：kikaku@city.takayama.lg.jp
1008788

申 込
問合先
広報ID

申 込
問合先

（一財）飛驒高山大学連携センター ☎57⊖5366  FAX57⊖5377
Mail：hidatakayama@renkei-center.jp

こころの体温計でストレス度を簡単チェック！
QRコードからアクセス ▼
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施
設
整
備
の
目
的

　

市
で
は
、
ま
ち
な
か
の
良
好
な
景
観

の
創
出
や
回
遊
性
の
向
上
、
地
域
の
活
性

化
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
古
い
町
並
の
下

町
エ
リ
ア
（
秋
の
高
山
祭
の
区
域
）
に
、

平
成
32
年
春
オ
ー
プ
ン
を
目
標
に
若
者
等

活
動
拠
点
施
設
整
備
の
検
討
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
整
備
は
、
次
代
を
担
う
若
者

た
ち
が
地
域
で
い
き
い
き
と
暮
ら
し
、
活

動
す
る
こ
と
を
通
じ
、
飛
驒
高
山
に
誇
り

と
愛
着
を
育
む
と
と
も
に
、
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
お
よ
び
周
辺
の
景
観
に
配

慮
さ
れ
た
美
し
い
町
並
み
の
維
持
を
目
指

す
も
の
で
す
。

候
補
施
設

　

下
二
之
町
大
新
町
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
お
よ
び
周
辺
の
使
用
さ
れ
て
い
な

い
町
家
等
を
中
心
に
候
補
施
設
の
検
討
を

行
っ
た
結
果
、
旧
村
田
邸
（
下
二
之
町
６

番
地
）
を
候
補
施
設
と
し
て
選
定
し
ま
し

た
。

　

今
後
、
地
域
や
若
者
等
関
係
す
る
方
々

と
実
現
に
向
け
た
話
し
合
い
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

施
設
の
活
用
例

　

若
者
が
や
り
た
い
こ
と
や
願
っ
て
い
る

こ
と
を
重
視
し
、
若
者
か
ら
の
意
見
聴
取

や
話
し
合
い
を
積
み
重
ね
、
今
後
、
具
体

化
し
て
い
く
予
定
で
す
。
な
お
、
現
時
点

で
想
定
さ
れ
る
活
用
例
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

※
活
用
例

・
高
校
や
大
学
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
の
拠
点
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

・
若
者
が
趣
味
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を
行

い
、
発
表
す
る
場

・
若
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出
会
い
、
つ

な
が
り
、
交
流
す
る
場

・
地
元
の
学
校
や
教
育
旅
行
の
児
童
・
生

徒
の
ま
ち
歩
き
の
拠
点

・
若
者
が
古
い
町
並
に
お
い
て
、
伝
統
文

化
や
四
季
の
暮
ら
し
を
体
験
す
る
場

〈
募
集
〉
整
備
内
容
等
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　

整
備
前
の
構
想
段
階
か
ら
大
学
生
や
地

元
高
校
生
を
は
じ
め
と
す
る
若
者
の
参
加

を
得
る
な
ど
、
市
民
・
専
門
家
・
地
域
・

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
建
物
改
修
（
ハ

ー
ド
）
、
整
備
後
の
企
画
・
運
営
（
ソ
フ

ト
）
の
両
面
に
つ
い
て
検
討
を
す
す
め
ま

す
。

　

市
で
は
、
こ
の
取
組
に
賛
同
し
、
参
加

い
た
だ
け
る
若
者
や
、
若
者
の
取
組
を
応

援
し
て
い
た
だ
け
る
市
民
の
皆
さ
ん
を
募

集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。

み
ん
な
で
若
者
等
活
動
拠
点
施
設
整
備

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

若者等活動拠点施設を
一緒に考えるメンバー募集

●対象者
原則、市内に在住、在学または在勤の方（中
学生以上）
※今後、市からご案内する検討の場に参加
いただく予定です。
●応募方法
11月15日㈬までに来庁・ 郵送・ FAX・ MAIL

（所定の申込用紙に氏名、住所、電話番号
を明記）
※申込用紙は、企画課（本庁４階）または市
HPより取得してください。

みんなで考える下町デザイン講座

〈候補施設〉旧村田邸

明治初期に繭の卸業「村半」の店舗兼住宅と
して建築（推定築140年）

回 テーマ・講師 日時 場所

1 「毎回が発見の連続！
　　　歩くのが楽しい下町エリア」

横浜国立大学　野原卓准教授

11月4日㈯
午後2時～4時30分 高山信用金庫本店（下一之町）

2 11月5日㈰
午前10時～正午 下町エリア（フィールドワーク）

3 「下町で過ごす、暮らす、商う」
横浜国立大学　野原卓准教授

12月16日㈯
午後2時～4時30分 高山信用金庫本店（下一之町）

4 12月17日㈰
午前10時～正午 下町エリア（フィールドワーク）

5
「みんなで下町の将来の姿を考えよう」

東京大学　西村幸夫教授 
横浜国立大学　野原卓准教授

平成30年1月7日㈰
午後2時～4時30分 高山信用金庫本店（下一之町）

関連講座

●対象　原則、市内に在住、在学または在勤の方
●定員　20人程度（若者を優先させていただきます）　●参加料　無料
●申込方法　10月25日㈬までに FAX・MAIL（氏名、住所、電話番号等を明記）

候補施設　位置図


